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平成 20 年７月期（連結・個別）業績予想修正に関するお知らせ 

 

 平成20年７月期（平成19年８月１日～平成20年７月31日）の業績予想について、平成19年９月13日付

の「平成19年７月期決算短信（連結・個別）」にて発表いたしました業績予想を下記のとおり修正いた

します。 

記 

 

１．平成 20 年７月期中間期業績予想の修正等 

（１）連結業績予想の修正等（平成 19 年８月１日～平成 20 年１月 31 日） 

（単位：百万円） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期純利益

前 回 発 表 予 想(Ａ) 

（平成 19 年９月 13 日発表） ２，８５０ ２５０

 

２４０ １４５

今 回 発 表 予 想(Ｂ) ２，７２０ ４１０ ４００ ２６０

増 減 額(Ｂ－Ａ) △１３０ １６０ １６０ １１５

増 減 率 △４．６％ ６４．０％ ６６．７％ ７９．３％

ご参考：前期中間期 

（平成 18 年８月１日～ 

平成 19 年１月 31 日） 

２，５２６ ３７９

 

３９２ ２１９

（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。 

 

（２）個別業績予想の修正等（平成 19 年８月１日～平成 20 年１月 31 日） 

（単位：百万円） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期純利益

前 回 発 表 予 想(Ａ) 

（平成 19 年９月 13 日発表） ２，４５０ ２２０

 

２１０ １３０

今 回 発 表 予 想(Ｂ) ２，４００ ３１０ ３００ １８０

増 減 額(Ｂ－Ａ) △５０ ９０ ９０ ５０

増 減 率(％) △２．０％ ４０．９％ ４２．９％ ３８．５％

ご参考：前期中間期 

（平成 18 年８月１日～ 

平成 19 年１月 31 日） 

２，１９５ ３４６

 

３５１ １９１

（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。 

 - 1 -



 - 2 -

 

（３）修正理由 

 （連結） 

 工業分野の売上高は、北米市場では需要の低迷により若干落ち込んだものの、欧州におけて

円安ユーロ高の傾向が続いている影響もあって、電子半導体向け検査装置メーカーへの出荷が

好調であり、当社の主力業界である電子・半導体業界が概ね堅調に推移したことにより、ほぼ

計画通りの伸長となりました。しかしながら、新規分野においては、顕微鏡照明の大手ユーザ

ーの在庫調整等もあり、売上高が大幅に減少した為、連結売上高は予想を若干下回る見込みで

あります。 

    一方、利益面では、部品の共通化によるコストダウンが実現したこともあり、売上原価の低

減を実現したことや、新規分野における開発案件の商品化に遅れが生じ、投資計画・人員計画

の一部が下期にずれ込んだこと等により販売費及び一般管理費が抑えられた為、営業利益、経

常利益、当期純利益は、前回発表予想を大きく上回る見込みであります。 

 （個別） 

    連結と同様の理由により、売上高については予想を若干下回る見込みであります。 

   利益面では、投資計画・人員計画の一部が下期にずれ込んだこと等により販売費及び一般管理

費が抑えられた為、営業利益、経常利益、当期純利益は、前回発表予想を上回る見込みであり

ます。 

 

  

２．平成 20 年７月期通期業績予想の修正等 

（１）連結業績予想の修正等（平成 19 年８月１日～平成 20 年７月 31 日） 

（単位：百万円） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期純利益

前 回 発 表 予 想(Ａ) 

（平成 19 年９月 13 日発表） ６，２００      ７９０

 

７７０ ４７０

今 回 発 表 予 想(Ｂ) ５，８００ ８００ ７８０ ５００

増 減 額(Ｂ－Ａ) △４００ １０ １０ ３０

増 減 率 △６．５％ １．３％ １．３％ ６．４％

ご参考：前期 

（平成 18 年８月１日～ 

平成 19 年７月 31 日） 

５，１８５ ７１０

 

７２１ ４３１

（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。 

 

（２）個別業績予想の修正等（平成 19 年８月１日～平成 20 年７月 31 日） 

（単位：百万円） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期純利益

前 回 発 表 予 想(Ａ) 

（平成 19 年９月 13 日発表） ５，３００ ６５０

 

６４０ ３９０

今 回 発 表 予 想(Ｂ) ５，０４０ ６７０ ６６０ ４００

増 減 額(Ｂ－Ａ)  △２６０ ２０ ２０ １０

増 減 率(％) △４．９％ ３．１％ ３．１％ ２．６％

ご参考：前期 

（平成 18 年８月１日～ 

平成 19 年７月 31 日） 

４，５０４ ６２３

 

６２５ ３６６

（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。 
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（３）修正理由 

 （連結） 

    通期の見通しについては、サブプライムローン問題による景気減速や原油・原材料高騰による

企業収益の低下で電子半導体分野での設備投資が抑える傾向が見受けられ、当初見込みよりも

厳しい環境になると思われます。また、新規分野においては、開発案件の商品化に遅れがあり、

通期売上高は当初の計画を下回る見込みであります。 

利益面につきましては、開発案件の投資計画・人員計画を遂行していくものの、引き続き売

上原価低減の努力を続けるとともに、販売費及び一般管理費の計画を見直し、一層の業務の合

理化により、費用の増加を抑えてまいります。したがって、営業利益、経常利益、当期純利益

は前回発表予想を若干上回る見込みであります。 

（個別）  

  通期の見通しにつきましては、連結と同様の理由により、売上高については前回発表予想を

下回り、営業利益、経常利益、当期純利益につきましては、前回発表予想を若干上回る見込み

であります。 

               

以 上 
 

注）上記業績予想につきましては、発表日現在において入手可能な情報に基づき算出したもの

であり、実際の業績は今後の様々な要因によって大きく異なる結果となる可能性がありま

す。 


